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「捜
さが

しなさい。そうすれば，見
み

いだ
すであろう。」（3 ニーファイ14：7）

ズルマは教
きょう

会
かい

の長
なが

椅
い

子
す

の一
ひと

つ
にすわって制

せい

服
ふく

のスカートを
なでていました。ステンドグラスのま
どから色

いろ

とりどりの光
ひかり

が差
さ

しこみ，
礼
れい

拝
はい

堂
どう

の前
まえ

には十
じゅう

字
じ

架
か

が立
た

って
いました。ズルマは教

きょう

会
かい

学
がっ

校
こう

に通
かよ

っていたので，ほか
の生

せい

徒
と

たちと一
いっ

緒
しょ

に，一
いち

日
にち

に二
に

度
ど

，礼
れい

拝
はい

行
ぎょう

事
じ

に行
い

っていま
した。ズルマは自

じ

分
ぶん

の教
きょう

会
かい

が好
す

きで
した。イエス様

さま

のことも，イエス様
さま

について学
まな

ぶことも大
だい

好
す

きでした。
ズルマが静

しず

かにすわっていると，司
し

祭
さい

が話
はな

し始
はじ

めました。
でも今

きょう

日は何
なに

かがちがうように感
かん

じました。突
とつ

然
ぜん

，新
あたら

しい思
おも

いが頭
あたま

と心
こころ

にうかびました。「世
よ

の中
なか

には，もっと真
しん

理
り

が
ある。」
ズルマはまゆをしかめました。もっと真

しん

理
り

が？どういう
意
い

味
み

だろう？
すると，また思

おも

いがうかびました。「もっと真
しん

理
り

が
ある。」
ズルマは目

め

をとじ，感
かん

じていることに気
き

持
も

ちを集
しゅう

中
ちゅう

させました。ズルマは教
きょう

会
かい

でたくさん良
よ

いことを学
まな

ん
できました。でも今

いま

は，何
なに

か足
た

りないものがあるので
はないかと考

かんが

えています。神
かみ

様
さま

はズルマにもっと知
し

っ
てほしいと思

おも

っておられるのかもしれません。でも，
どうやったらそれが見

み

つかるのでしょう。
その後

あと

，ズルマは兄
あに

のアルベルトに自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを

ズルマのための

イ
ラ
ス
ト
／
ス
コ
ッ
ト
・
ウ
ェ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド

神
かみ

はズルマにもっと知
し

ってほしいと 
思
おも

っておられるのかもしれません。

教
き ょ う

 会
か い

教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

ルーシー・スティーブンソン
（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました。）

打
う

ち明
あ

けました。
「世

よ

の中
なか

にはもっと真
しん

理
り

があると思
おも

うんだ
ね？」アルベルトはたずねました。
ズルマはうなずいて，「ほかの教

きょう

会
かい

について
知
し

りたいの」と言
い

いました。
「わかった」とアルベルトは答

こた

えました。「一
いっ

	
緒
しょ

に行
い

くよ！」
数
すう

年
ねん

間
かん

，ズルマとアルベルトは様
さま

々
ざま

な教
きょう

会
かい

を
おとずれました。ある教

きょう

会
かい

の礼
れい

拝
はい

行
ぎょう

事
じ

の後
あと

で，
アルベルトは「あの教

きょう

会
かい

は良
よ

いことを教
おし

えてい
たね」と言

い

いました。
ズルマもそう思

おも

いましたが，二
ふた

人
り

とも何
なに

かが
まだ足

た

りないように感
かん

じたので，さがし続
つづ

けま
した。
ある日

ひ

，アルベルトは大
おお

急
いそ

ぎで階
かい

段
だん

をかけ
上
あ

がって家
いえ

に入
はい

ってきました。「ぼくたちがさ

これは，小
ちい

さいころのズルマです。右
みぎ

側
がわ

は，七
しち

十
じゅう

人
にん

であ

る夫
おっと

のウォルター・F・ゴンサレス長
ちょう

老
ろう

とともにとった

今
いま

のズルマの写
しゃ

真
しん

です。
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イ
ラ
ス
ト
／
ス
コ
ッ
ト
・
ウ
ェ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド

がしていた教
きょう

会
かい

が見
み

つかったんだ！」アルベルトは言
い

いまし
た。アルベルトはズルマをギュッとだきしめました。
ズルマは目

め

を見
み

開
ひら

きました。「どこで？どうやって？」
「友

とも

達
だち

が末
まつ

日
じつ

聖
せい

徒
と

イエス・キリスト教
きょう

会
かい

の宣
せん

教
きょう

師
し

に会
あ

っ
たんだ」とアルベルトは言

い

いました。「宣
せん

教
きょう

師
し

の話
はなし

を聞
き

い
て，ぼくはかれらの教

おし

えを信
しん

じたんだ！」
ズルマとアルベルトはうれしさのあまり，家

いえ

じゅうをおどり
回
まわ

りました。でもその後
あと

，ズルマは悪
わる

い知
し

らせを聞
き

きまし
た。ママはズルマが宣

せん

教
きょう

師
し

に会
あ

うのをよく思
おも

っていませんで
した。「あなたはまだ 12 才

さい

よ」とママは言
い

いました。「おさ
なすぎるわ。」
アルベルトはもっと大

おお

きかったので，これからも宣
せん

教
きょう

師
し

と
会
あ

ってよいことになりました。数
すう

週
しゅう

間
かん

後
ご

，アルベルトはバプテ
スマを受

う

けました。
ズルマは何

なん

度
ど

もママに，宣
せん

教
きょう

師
し

から学
まな

んでもいいかたず
ねました。ついに，ママがいいと言

い

ってくれました。
宣
せん

教
きょう

師
し

から教
おし

えてもらうと，ズルマは心
こころ

の中
なか

で温
あたた

かい気
き

持
も

ちを感
かん

じました。宣
せん

教
きょう

師
し

の一
ひと

人
り

はスペイン語
ご

をあまりよ
く話

はな

せませんでしたが，それは関
かん

係
けい

ありませんでした。大
たい

切
せつ

なのは，ズルマがどれほどよい気
き

持
も

ちを感
かん

じたかということ
です。ズルマはジョセフ・スミスとモルモン書

しょ

について知
し

っ
たときに，さがしていた真

しん

理
り

を見
み

つけたことが分
わ

かりました。
ズルマは，バプテスマを受

う

けたいと思
おも

いまし
た。でも，ママは何

なん

と言
い

うでしょう。ママ
がいいと言

い

ってくれたとき，ズルマはとて
もうれしくなりました。バプテスマの日

ひ

，
ズルマは真

ま

っ白
しろ

な衣
い

装
しょう

を着
き

ました。神
かみ

様
さま

に愛
あい

されていることが分
わ

かりました。
神
かみ

様
さま

が自
じ

分
ぶん

のことを知
し

っておられること
が分

わ

かりました。そして，ズルマが回
かい

復
ふく

された主
しゅ

の教
きょう

会
かい

を見
み

つけられるよ
う助

たす

けてくださっていたことも
分
わ

かりました。●
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